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まちのできごと

↑マジックショーの様子

　この日、雄武町図書館「雄
ゆ～と

図ぴあ」でクリ
スマスイベントが行われました。午前は、フ
ラワーアーティストの h

ヒ ト ミ

itomi 氏による、ヒ
ムロスギやユーカリ、コットンなど複数の植
物の枝を束ねて作るスワッグ※ 1 づくりワーク
ショップが行われ、午後からは、マジシャン
たっち氏によるコミカルなマジックと楽器の
パフォーマンスが披露され、来場した大人も
子どももイベントを楽しみました。

一足早いクリスマス
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雄武町図書館クリスマスイベント

↑サンタクロースとソリに乗る園児たち

サンタとトナカイに大興奮
　若草保育所でクリスマス会が開催されました。会
では、始めに保育所職員の演奏に合わせて年長組の
園児たちがキャンドルをもって入場。その後、クリ
スマスの歌を歌ったり楽しんでいると、突然鈴の音
にあわせてサンタクロースが登場し、園児たちから
は歓声が上がっていました。そして、一人ひとりに
プレゼントが手渡されると、園児たちは大喜びでし
た。また、園庭では、年長組の園児たちが幌延町か
ら来たトナカイが引くソリに乗せてもらうなど、一
足早いクリスマスを満喫しました。
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↑琴の弾き方を教わる参加者

広がる国際交流の輪
 この日、町民センターで、「雄武町国際交流フェ
スティバル」が開催されました。これは、町内
に在住する外国人技能実習生が日本の文化を体験
し、町民と実習生の交流を図ることを目的として
行われ、約 150 人が参加。イベントでは、和服
の着付け体験や琴・和太鼓の演奏体験、餅つきな
どさまざまな体験コーナーが設置されました。昼
食ではおにぎりと雑煮が振舞われ、参加者たちは
日本文化を堪能し、互いに親睦を深めあいました。

雄武町国際交流フェスティバル12/
17

↑分列行進の様子↑分列行進の様子

雄武町漁業協同組合から寄附

漁業振興のために
　この度、雄武町漁業協同組合から町に対して、
雄武町の漁業振興を目的として３千万円の寄附が
あり、同組合理事組合長 長谷川一夫氏から髙橋
町長に寄附目録が手渡されました。
　また、この寄附に対し髙橋町長から長谷川代表理
事組合長に感謝状の贈呈が行われました。
　いただいた寄附につきましては、町の漁業振興
のために活用されます。
　あたたかいご寄附をありがとうございます。

↓髙橋町長（左）、長谷川代表理事組合長（右）↓髙橋町長（左）、長谷川代表理事組合長（右）
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雄武町消防団出初式

防火の心構え新たに
　雄武消防団による新年恒例の出初式が挙行され
ました。来賓が観閲する中、消防団員たちは錦町
から消防支署前まで分列行進をしました。その後、
地域交流センターにおいて地域防災に貢献した消
防団員に対する永年勤続表彰など、髙橋町長なら
びに雄武消防団団長畔川健一氏から団員 30 人に
表彰伝達が行われました。来賓の方々の激励を受
けた団員たちは防火に対する意識をよりいっそう
高めていました。
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令和6年雄武町新年交礼会
新年の抱負を

　自治会や町関係機関などの代表者が一堂に会
し、交流を深める新春恒例行事「新年交礼会」が
４年ぶりにホテル日の出岬で開催されました。
　出席者は新年のあいさつなどを交わし親睦を深
める中、雄武漁業協同組合や北オホーツク農業協
同組合などの代表者が壇上で昨年の振り返りと今
年の抱負などについて述べられました。
　最後に町議会副議長の嶋村義文氏が挨拶し、万
歳三唱で交礼会を閉じました。

↓新年交礼会の様子

↑ ( 写真左から ) ワタナベデンキ渡辺諭社長、北見幌内郵便
　局五十嵐寛局長、株式会社神門石井弘道社長、髙橋町長、
　雄武消防団畔川健一団長

町内3事業所が認定
　この度、役場会議室で株式会社神門、北見幌内
郵便局、ワタナベデンキの 3 社に対し、髙橋町長
から消防団協力事業所表示証「シルバーマーク」
が交付されました。株式会社神門は、災害時にお
ける大型資機材の提供や従業員の消防団入団、北
見幌内郵便局とワタナベデンキは長年消防団活動
を行う従業員が複数在籍していることなど、認定
条件を満たしたことから認定となっています。

消防団協力事業所表示証交付式

若草保育所クリスマス会

※1スワッグ：花や葉をウェディングブーケのように束ねて作
　　　　　　る壁掛け飾り


